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　避難先においてペットの飼育に必

要なものは、基本的には飼い主が用

意しておくべきである。

　避難指示等が出た場合、安全に避

難場所まで避難できるように、リー

ドやキャリーバック等の避難用品を

準備しておく必要がある。

　また、ライフラインの被害や緊急

避難などに備え、ペットの避難に必

要な物資の備蓄を行い、避難が必要

な場合は、一緒に持ち出せるように

しておく。避難所等にペット用の救

援物資が届くまでには時間がかかる

場合があるので、少なくとも５日分（で

きれば 7 日分以上が望ましい。）は

用意しておくとよい。特に、療法食

等の特別食を必要としているペット

の場合は、さらに長期間分の用意が

必要である。

　備蓄品には優先順位を付け、優先

度の高いものは避難時にすぐに持ち

出せるようにし、人の避難用品とと

もに保管する。

（4）ペット用の避難用品や備蓄品の確保

◎ペットを避難させるために必要な避難用品の例

  犬の場合　

　● 首輪とリード（小型犬などはリードを付けた上でキャリーバックに入れ

　 るのもよい）

  猫の場合　

　● キャリーバックやケージ（キャリーバックなどの扉が開かないように、

　　ガムテープなどで周囲を固定するとよい）
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◎ペット用の備蓄品と持ち出す際の優先順位の例

 優先順位１　常備品と飼い主やペットの情報

　● 療法食、薬

　● フード、水（少なくとも５日分［できれば 7 日分以上が望ましい］）　　  

　● 予備の首輪、リード（伸びないもの）

　● 食器

　● ガムテープ（ケージの補修など多用途に使用可能）

　● 飼い主の連絡先とペットに関する飼い主以外の緊急連絡先・預かり

　 先などの情報

　● ペットの写真（携帯電話に画像を保存することも有効）

　● ワクチン接種状況、既往症、健康状態、かかりつけの動物病院など

　 の情報　

　 優先順位2　ペット用品

　● ペットシーツ

　● 排泄物の処理用具

　● トイレ用品（猫の場合は使い慣れたトイレ砂）

　● タオル、ブラシ

　● おもちゃ

　● 洗濯ネット（猫の場合）など

　震災初期にはペット用の救援物資を運ぶ車両が緊急車両として認め

られず、ガソリン不足も加わり救援物資がすぐに届かなかったという報

告もある。

東日本大震災での事例
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ペット用備蓄品の例

ペット用備蓄品（犬用）の例

ペット用備蓄品（猫用）の例

ペット用備蓄品保管袋に付けられた個体情報の例
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　飼い主は、避難指示等が出た場

合に備え、住んでいる地域の防災

計画や自治体の広報誌、ウェブサイ

ト等で災害時の避難所の所在地や

避難ルートを確認しておく。

　また、避難所にペットを連れて行

く際の注意事項も、あらかじめ管

轄の自治体に確認しておく。

　実際に家族でペットを連れて避難

所へ行く訓練を行い、所要時間や危

険な場所等をチェックしておくことで、

より安全に避難することができる。

　また、地域で災害対策の会合や避

難訓練を行うときなどに、ペットを

連れて避難する方法を地域住民で話

し合っておくことが望ましい。

　さらに、普段から近隣住民と良好

な関係を築けるよう、コミュニケー

ションや飼育マナーに気を配るとと

もに、万が一の時にお互いに助け合

えるよう、飼い主同士や近隣住民と

防災について話し合っておくことも

必要である。

　避難所への避難以外にも、親戚

や友人など、ペットの一時預け先も

探しておくことが望ましい。

（5）避難所や避難ルートの確認等

  ◎避難訓練でのチェックポイント

　 ● 避難所までの所要時間

　 ● ガラスの破損や看板落下などの危険な場所

　 ● 通行できないときの迂回路

　 ● 避難所でのペットの反応や行動

　 ● 避難所での動物が苦手な人への配慮

　 ● 避難所での飼育環境の確認
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仙台市

　平成 17 年より毎年 6 月 12 日に地域の防災訓練を実施している。

その際には仙台市獣医師会とボランティアによるペットとの同行避難

と動物救護所設営運用訓練も実施されている。

地域の避難訓練の事例

防災訓練におけるペット同行避難訓練の様子（仙台市）
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